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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 10日 (2004.12.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 シ リ コ ン 膜 上 に シ リ サ イ ド 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 シ リ サ イ ド 膜 上 に マ ス キ ン グ 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 、 前 記 シ リ サ イ ド 膜 お よ び 前 記 シ リ
コ ン 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、 前 記 シ リ コ ン 膜 お よ び 前 記 シ リ サ イ ド 膜 を パ
タ ー ニ ン グ す る 工 程 、
を 含 み 、 前 記 （ ｄ ） 工 程 に お い て は 、 塩 ス 、 酸 ス お よ び フ ッ 素 系 ガ ス を 含 む エ ッ
チ ン グ ガ ス を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 １ シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 上 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 ２ シ リ コ ン 膜 上 に シ リ サ イ ド 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 シ リ サ イ ド 膜 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
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（ ｇ ） 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に マ ス キ ン グ 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、
（ ｉ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 前 記 シ リ サ イ ド 膜 お よ び 前 記 第 ２ シ
リ コ ン 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、 残 っ た 前 記 第 ２ シ リ コ ン 膜 お よ び 前 記 シ リ
サ イ ド 膜 か ら な る 制 御 ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｊ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を 除 去 し た 後 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 を マ ス ク と し て 前 記 第 １ 絶 縁 膜 お
よ び 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ し 、 残 っ た 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 か ら な る 浮 遊 ゲ ー ト
電 極 を 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、 前 記 （ ｉ ） 工 程 に お い て は 、 塩 ス 、 酸 ス お よ び フ ッ 素 系 ガ ス を 含 む エ ッ
チ ン グ ガ ス を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 性 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ 導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 第 １ ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 （ ｃ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 シ リ コ ン 膜 上 に シ リ サ イ ド 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 シ リ サ イ ド 膜 上 に マ ス キ ン グ 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｉ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 、 前 記 シ リ サ イ ド 膜 お よ び 前 記 シ リ
コ ン 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 １ ゲ ー ト 電 極 と 離 間 し た 第 １ 領 域 に 前 記 シ リ コ ン 膜
お よ び 前 記 シ リ サ イ ド 膜 か ら な る 第 ２ ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、 前 記 （ ｉ ） 工 程 に お い て は 、 塩 ス 、 酸 ス お よ び フ ッ 素 系 ガ ス を 含 む エ ッ
チ ン グ ガ ス を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 半 導 体 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 不 揮 発 性 メ モ リ セ ル を 有 し 、 各 不 揮 発 性 メ モ リ セ ル は 浮
遊 ゲ ー ト 電 極 お よ び 制 御 ゲ ー ト 電 極 を 有 す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
（ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 性 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ 導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 第 １ ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 （ ｃ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 シ リ コ ン 膜 上 に シ リ サ イ ド 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 シ リ サ イ ド 膜 上 に マ ス キ ン グ 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｉ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 、 前 記 シ リ サ イ ド 膜 お よ び 前 記 シ リ
コ ン 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 １ ゲ ー ト 電 極 と 離 間 し た 第 １ 領 域 に 前 記 シ リ コ ン 膜
お よ び 前 記 シ リ サ イ ド 膜 か ら な る 第 ２ ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、 前 記 （ ｉ ） 工 程 に お い て は 、 塩 ス 、 酸 ス お よ び フ ッ 素 系 ガ ス を 含 む エ ッ
チ ン グ ガ ス を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 第 １ シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 （ ｃ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 の 主 面 上 に 第 ２ シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 第 ２ シ リ コ ン 膜 上 に シ リ サ イ ド 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 シ リ サ イ ド 膜 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｉ ） 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に マ ス キ ン グ 層 を 形 成 す る 工 程 、
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（ ｊ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、
（ ｋ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を マ ス ク と し て 前 記 シ リ サ イ ド 膜 お よ び 前 記 第 ２ シ
リ コ ン 膜 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 の 所 定 の 領 域 に 制 御 ゲ ー ト 電 極 を 形 成
し 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 か ら 離 間 し た 所 定 の 領 域 に 第 ２ ゲ ー ト 電 極
を 形 成 す る 工 程 、
（ ｌ ） 前 記 マ ス キ ン グ 層 を 除 去 し た 後 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 を マ ス ク と し て 前 記 第 １ 絶 縁 膜 お
よ び 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ し 、 残 っ た 前 記 第 １ シ リ コ ン 膜 か ら な る 浮 遊 ゲ ー ト
電 極 を 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、 前 記 （ ｋ ） 工 程 に お い て は 、 塩 ス 、 酸 ス お よ び フ ッ 素 系 ガ ス を 含 む エ ッ
チ ン グ ガ ス を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
フ ッ 素 系 ガ ス は 六 フ ッ 化 硫 黄 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
フ ッ 素 系 ガ ス は

で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 時 、 エ ッ チ ン グ ガ ス と し て 、 Ｃ ｌ ２ ガ ス （ 塩 ス ） お よ び Ｏ ２ ガ ス （ 酸 ス ）
の 混 合 ガ ス に 、 た と え ば 等 方 エ ッ チ ン グ 性 を 有 す る Ｓ Ｆ ６ （ 六 フ ッ 化 硫 黄 ） ガ ス （ フ ッ 素
系 ガ ス ） お よ び 不 活 性 ガ ス で あ る Ａ ｒ （ ア ル ゴ ン ） ガ ス を 添 加 し た も の を 用 い る 。 Ａ ｒ ガ
ス は 、 Ｃ ２ ガ ス に 比 べ て 解 離 に 必 要 な エ ネ ル ギ ー が 大 き い が 、 エ ッ チ ン グ ガ ス に Ａ ｒ ガ
ス な ど の 不 活 性 ガ ス を 添 加 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス に 解 離 エ ネ ル ギ ー を 効 率 良 く 伝 達
す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 Ａ ｒ ガ ス の 添 加 に よ り 、 エ ッ チ ン グ ガ ス の 希 釈 お よ び 拡
散 を 行 う こ と が で き る の で 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス の 解 離 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち
、 エ ッ チ ン グ ガ ス に Ａ ｒ ガ ス を 添 加 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス の 添 加 に 起 因 す る ド ラ イ
エ ッ チ ン グ 装 置 の 放 電 安 定 性 の 低 下 を 防 ぐ こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 各 ガ ス の 流 量 は 、 Ｃ
ｌ ２ ガ ス を ７ ２ ｍ ｌ ／ 秒 程 度 、 Ｏ ２ ガ ス を ８ ｍ ｌ ／ 秒 程 度 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス を ６ ｍ ｌ ／ 秒 程 度
お よ び Ａ ｒ ガ ス を １ ０ ０ ｍ ｌ ／ 秒 程 度 と し 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 時 間 は １ ８ ． ５ 秒 程 度 と す
る こ と を 例 示 で き る 。
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